[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.png]IEs
)

A



[image: image6.bmp]
　本当に「戦争の危機」が語られた昨年とは違って大きく動いた世界は、日本外交にも新しい課題を示している。


▼市民の力が成果生む


６月12日の米朝シンガポール会談について、懐疑的な評価もあるが、大事なことはとにかく「戦争の危機」を乗り越えたことだ。米朝の共同宣言は「トランプ大統領は朝鮮民主主義人民共和国に安全保障を提供し、金正恩委員長は朝鮮半島の完全な非核化に対する強固で揺るぎない意思を再確認した」といっている。


核兵器禁止条約には被爆者の力が大きかったが、この会談も国際的な「市民の力」によって実現した。昨年の国連総会で韓国の文在寅大統領は「国民は最も平和的で美しい方法で民主主義を成就した…暴力よりも平和の力が世界をより大きく変えられることを証明した」と平昌五輪への期待を表明したが、見事それが実現した。


▼核･ミサイル開発は手段


ここで大切なのは、「北」の核・ミサイル開発はもちろん手段として間違ってはいるが、交渉のための手段だったことがはっきりしたことだ。


米国は朝鮮戦争で核使用を検討したが、以来「北」は米国の脅威にさらされてきた。02年ブッシュ政権から核先制攻撃の対象とされ、はイラク戦争(03年)･リビア内戦(11年)では「核がないと国が潰される」危機を痛感した。だから「米国を平和協定交渉に引き出すための手段」に使った。


「朝鮮半島の非核化」について実は05年９月の南･北･米･中･露･日の６カ国協議の共同声明に明らかにされている。①｢北｣はすべての核兵器・核計画を放棄②米国は朝鮮半島で核兵器を所有せず｢北｣は通常兵器でも攻撃･侵略の意図を持たない③韓国は領域内に核兵器の不存在を確認し核を受領せず配備しない―というものだ。


▼朝鮮戦争の終結


50年からの朝鮮戦争は53年に休戦になったが、戦争を終わらせるには平和協定が必要だ。つまり、①法的拘束力がある安全保障②国家承認・国交樹立③貿易、支援と経済発展への協力④体制維持の基盤整備―が条件だ。金委員長は、そうなれば｢自衛の核は不要になる｣と明言した。


６カ国会議共同声明では｢平和体制｣について、①北朝鮮と米は主権尊重、平和共存、国交正常化②北と日本は平壌宣言(02年)に従って「不幸な過去」の清算と「懸案事項」解決を基礎に国交正常化③６者は北東アジアの永続的な平和と安定のための共同努力を約束④直接の当事者は朝鮮半島での恒久的な平和体制を協議、６者は北東アジアの安全保障協力を探求する―と言っており、結局、この枠組みを進めていくことになる。


▼時間がかかる非核化


非核化について｢段階的｣ということに批判があるが、南アやブラジルの例でわかるように、核兵器をなくすには時間も平和も必要で、核兵器ができあがった「北」の場合、時間がかかるのは当然だ。


｢時間稼ぎ｣とか｢騙されるな｣とか言うが、これまで合意が壊れたのには米側の行為によるものも多い。94年10月の米朝枠組み合意は、米議会が支援を拒否して中止。６か国協議の共同声明は、マカオの銀行取引で米が｢北｣の口座を凍結して壊れ、北は核実験をした。


北東アジアの非核・平和体制については、既に「東南アジア友好協力条約｣(76年２月)があり、全６カ国が加盟している「ＡＳＥＡＮ地域フォーラム」（ＡＲＦ）や｢北｣だけいないがＡＳＥＡＮと５カ国が入った東アジア首脳会議の「パリ原則」がある。これらを土台に非核化が進められる。


▼「核の傘」から


　　　核兵器禁止条約へ　


そこで問題になるのは日本の安保外交政策だ。簡単に言えば、日本が固執してきた｢核抑止力｣は通用しなかったということだ。｢抑止力｣に固執する限り①｢脅威｣は消えないし、②軍事力増大で財政が圧迫され、民政予算が削減され③国際的に孤立化し、外交力が低下する。


秋葉剛男･現外務次官は、日本の防衛に対する米国の関与について、｢核｣ということばを入れさせるため走り回ったが、実は日米安保の元でも「核の傘」離脱は可能で、核兵器禁止条約参加は、立憲民主党･共･社･自由･無所属クラブの５政派の共通政策にできる。


だから、憲法９条を持つ国として、憲法を生かした外交が最も現実的な安全保障になる。北東アジアは大きく変わる可能性がある。安倍改憲を阻止し、野党連合政府をつくっていけば、新しい未来が開けてくる。


今年の原水禁世界大会には北東アジアの非核・平和の胎動を世界に広げようと、韓国、中国、ベトナム、インド、ネパール、フィリピン、台湾、マーシャルなどの代表が参加するし、米、英、仏、露、中の核５大国からも参加する。諸国政府、国連や核保有国の運動とも連帯して、運動を進めたい。


　　　　（丸山　重威･記)
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　調布｢憲法ひろば｣は７月26日、たづくり10階の会議室で｢朝鮮半島の非核化は可能か＝非核化・平和の北東アジアへ｣をテーマに日本平和委員会常任理事の川田忠明（かわた・ただあき）さん(写真右上)の講演をもとに議論を深めました。司会は「ひろば」の石山久男世話人(写真右下)、記録は丸山重威世話人が担当、参加は31人でした。　（編集部）





日本平和委員会常任理事
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